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植物は、病原菌を認識し様々な抵抗性反応を誘導する。しかし、病原菌認識から抵抗性発現に

至る過程で、どのように信号が伝達されているかについてはあまり理解されていない。我々は

イネの低分子量Gタンパク質OsRac1が植物免疫反応の誘導において中心的な役割を果たしてい

ることを明らかにした。そこで、本研究課題ではOsRac1の活性化機構の解析およびOsRac1複合

体の機能解析を通じて、植物免疫の信号伝達を解明することを目的としている。植物免疫反応

におけるOsRac1の活性化を調べるため、蛍光タンパク質を利用したFRET法を応用し、細胞内に

おけるOsRac1の活性化を可視化することに成功した。さらに、病原菌由来のエリシターを処理

し、細胞内におけるOsRac1の活性化を解析したところ、処理後5分でOsRac1が活性化されるこ

とを見出した。このことは、OsRac1が植物免疫反応の極めて早い時期に働いていることを示唆

している。また、生化学的・分子生物学的手法を用いてOsRac1を含む複合体の解析を行ったと

ころ、OsRac1は多くの耐病性関連因子と大きな複合体を形成し、機能していることがわかった

。さらに、OsRac1複合体は病原菌認識受容体と強く相互作用していることが明らかとなり、こ

れはOsRac1が抵抗性反応の初期に活性化されることを示したFRET解析の結果と一致するもの

であった。今後は、OsRac1の活性化の分子機構およびOsRac1複合体を介した抵抗性反応の誘導

機構について、さらに詳細な解析を行っていく予定である。                

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。 添
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